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核兵器廃絶に向けた具体的な国際対話（賢人会議）の充実を求め

る意見書提出について  

 

 

 上記の議案を提出する。  
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核兵器廃絶に向けた具体的な国際対話（賢人会議）の充実を求め

る意見書  

 

 

 本年７月，核兵器禁止条約が国連で採択され，核兵器を違法化する厳しい

国際規範が誕生した。この条約を実のあるものとするためには具体的な軍縮

の歩みを着実に進めなければならなく，それには，核保有国と非保有国との

真の対話が欠かせない。日本政府が設置した核保有国と非保有国の有識者か

らなる「賢人会議」が本年 11月 27， 28日の両日に被爆地の広島市にて開催さ

れることは大きな意味を持つ。  

 この「賢人会議」は同会議の座長を務める白石隆・前政策研究大学院大学

長を含む日本人６人と，核保有国の米国やロシア，中国，フランス，非保有

国のオーストラリア，ドイツ，カナダ，そして，核兵器禁止条約賛成国のエ

ジプト，ニュージーランドの外国人計 16人の有識者や被爆者で構成されてい

る。ついては，日本がこれら各国の“真の橋渡し”役となり，被爆の実相を

共有し，「核のない世界」実現に向けた実効性ある提言をまとめ， 2020年に

開催が予定されている核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議に反映させられ

るよう強く求めるものである。  

 

１  賢人会議において「核のない世界」実現に向けた実効性のある提言をま

とめること。  

２  賢人会議での提言を 2020年開催の核拡散防止条約再検討会議に反映させ

ること。  

 

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

 

平成２９年  ９  月   日  

 

調布市議会議長  田  中  久  和  

 



提出先  

内閣総理大臣   外務大臣  

 


